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作 物 名：ばら 
病害虫名：根腐病（病原：Pythium helicoides ） 

発病株（左手前，定植１か月後） 葉の黄化，枯死 暗褐色に腐敗した根 
 
１ 被害の特徴と診断のポイント 
 ・根を侵す。 
・定植してから 30cm くらいから折り曲げをする時期に根が腐

り，下葉が黄化して枯れる。 
・根は暗褐色に腐敗し，細根は腐敗して脱落しやすくなる。 

 ・土耕栽培では発生しないが，ロックウール栽培等の養液栽培

で発生がみられる。 
 ・罹病根の土を落としてから根の表面を流水でやさしく洗浄し

たのち，水中に１～３日程度静置し，水浸状に腐敗した根を

顕微鏡で観察すると乳頭突起を有する卵型～楕円形の胞子の

うが確認できる。 

２ 伝染源及び伝染方法 
 ・本病菌は原水や周辺土壌からの土ぼこりなどで菌がベッド内に持ち込まれ発病する。 
・本病が発生した施設では，被害株残渣及び培地内に伸長した根に感染していた菌が翌年の伝染源

となる。 
 ・遊走子によって水媒伝染する。 

３ 発病・伝染好適条件 
 ・本病菌は卵菌類に属し，無性器官として菌糸，胞子のう，厚壁胞子を形成し，有性器官として造

卵器，造精器，卵胞子を形成する。 

・菌糸の生育最適温度は 30～35℃だが，遊走子の形成適温は 20℃前後のため，養液温度が 25℃を

超えると一気に感染が拡大し，培地温度が 30～35℃になると被害が激化する。そのため７～９月

の高温期に発生が多くなる。 

・培地温度が 20℃以下になると発生がみられなくなる。 

４ 防除対策 
・定植前には資材を消毒する。 

 ・発病株は見つけ次第，速やかに抜き取り処分する。 
 ・水分過多で多発しやすいので，ベンチ内に滞水を生じないよう，ベンチの水平調整に留意する。 
 ・多肥栽培は発生を助長するので，適正な肥培管理を行う。 
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